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一
六

〇

J
n
a
n
a
s
r
im
utr
a
 の
 
A
p
o
h
a
 論

小

川

英

世

「『
語

・
証
相
に
よ

つ
て
否
定
 
(
a
p
o
h
a
)
 が
顕
示
さ
れ
る
』
と

い
う
定

立

が
、

如
何
な
る
存
在
事
象
 
(d
h
a
rm
a
)
 も
言
表
さ
れ
得
な
い
と
い
う

こ
と
を
確

立
す

る
た
め

に
論
証
さ
れ
る
。
」

[J
N
A
 2
0
1
]

 

こ
の
詩
頗

に
始

ま
る

J
 (
n
a
n
a
sr
im
itr
a
)
 の
 
A
b
o
h
a
p
ra
k
a
ra
n
a
 は
、

次

の
詩
頒

の
敷
衛

に
よ

つ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。

「
語
に
よ

つ
て
、
先
ず
第

一
次
的
に
対
象

(
a
r
th
a
)
 が
告

知

さ

れ
、

そ
の

際
、
否
定

が
そ
れ
の
 
g
u
n
a
 と
し
て
理
解

さ

れ

る
。

そ

し

て
、

一
方

の
対

象

は
、

『
実
体
化
作
用
』
(a
d
h
y
a
s
a
,
 

a
d
h
y
a
v
a
s
a
y
a
)
 

に
基
づ
き
、
他

方
の
顕

現

す

る

〔
対
象
は
、

知
識
内
顕
現
 
(
p
ra
tib
h
a
s
a
)
 

に
基
づ
き
〕
、
言

語
対

象
 
(v
a
-

c
y
a
)
 と
設
定
さ
れ
る
。

〔
し
か
し
〕
、
真
実
に
は
、

如
何
な
る
も

の
も

言
語
対

象

で
は
あ
り
得
な

い
。
」

[JN
A
 2
0
3
,
 

1
-
4
]

 

こ
こ
に
明
示
さ
れ

た
見
解

は
、
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
(
1
)
概念
知

の
領

域

に
所
属
す
る
言
語

・
推
理
等

の
認
識
は
、
肯
定

(
v
i
d
h
i
)
 

を
告
知
す
る
も

の

と
し
て
経
験
さ
れ
る
と

い
う

こ
と
。
対

象
と
は
、
外
界

と
表
象
 
(a
k
a
r
a
)
 
の

こ

と

で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
肯

定

〔
存
在
〕

を
本
質

と
す
る
。
(
2
)
否
定

が
、
肯
定

に

対

す
る
或

る
関
係

に
よ

つ
て
概

念
知

の
対

象
と
な

る
と
い
う

こ

と
。
g
u
n
a
 と

い
う
語

は
、
概
念

知
に
お
け
る
否
定

の
理
解

と
い
う
点

に
強
調
が
置

か
れ
る
場

合
、
副
次

要
素
 
(u
p
a
sa
rja
n
a
)
・限
定
者

(v
is
es
a
n
a
)
 の
意

味
に
と
ら
れ

て

い
る
。
個
外
界

は

『
実
体

化
作

用
』
だ
け
、

表
象

は
、
知
識
内
顕
現
だ
け

に
基

つ

い
て
概
念
知

の
対
象
と
な

る
と

い
う

こ
と
。
外
界

に
知
識
内
顕
現
を
、

表
象

に

『
実
体
化
作
用
』
を
適
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、

概
念
知

が
外
界

〔個
物

・
実
在

と
し
て
の
普
遍
等
〕

を
対
象

と

し
得

な

い

と

い
う

こ

と
、
及
び
信
念
 
(a
b
h
im
a
n
a
)
 の
世
界
で
は
、
概
念
知

の
対
象

は
外
界

に
成
立

す

る
、

と
い
う

こ
と
に
関
連

す
る
。
(
4
)
究
極
的
に
は
、

如
何
な
る
も
の
も
言
表

さ
れ
得
な

い
と
い
う

こ
と
。

こ
れ
が
、

J

の
ア
ポ
ー

ハ
論

の
徴
表

で
あ

る
。

 

と
こ
ろ
で
、
概
念
知

に
お
い
て
は
肯
定
と
並
ん
で
否
定

も
理

解
さ
れ
る
、

と

い
う
こ
と
の
表

明
で
あ

る
図
の
見
解

は
、
R
 (
a
tn
a
k
irti
)
 に
よ

つ
て

「
他
者

の
否
定

に
限
定

さ
れ
た
肯
定

が
語

の
対
象

で
あ
る
」
と
定
式
化
さ
れ
た
も

の
で

あ

る
。
M
o
o
k
e
rje
e
 氏
、

梶
山
氏
な
ど

に
よ

つ
て

「
ア
ポ
ー

ハ
論

の
歴
史

的
発

展

三
段
階
説
」

が
唱
導

さ
れ
て
以
来
、

こ
の
概
念
知
に
お
け
る
 
<両
者
理
解
>

の
思
想

は
、

三
段
階

の
最

後
に
位
置

す
る
全
く
革
新
的
な
説
と
み
な
さ

れ
て
き

た
。
今
や

こ
の
考

え
は
、

次
の
二
点

か
ら
修
正
を
迫
ら
れ
て

い
る
。

即
ち
、

こ

の
 
<両
者

理
解
>
 の
思

想

は
、
既

に
 D
h
 (
a
rm
a
k
i
r
t
i
)
 

に

明

示

さ

れ

て
お

り
、

J
も

そ
の
こ
と
を

D
h

に
跡
付
け

て
い
る

の
で
あ
る
。

D
h
は
、

P
V
I
,
 
k
k
.
 12
4
-
1
2
7
及
び
そ
れ
に
対

す
る
自
註

に
お

け

る
、

D
i
g
-

n
a
g
a
 の
二
命
題
-
「

他
者

の
否
定

に
よ

つ
て
、

そ

の
実

在
の
或

る

部
分

が

理

解
さ
れ
る
」

[P
1
]
・
R
の定

立
と
表
現

上
の
類
似
点
を
も

つ

「
語
は
ま
さ

に
他

者

の
否
定

に
よ

つ
て
限
定

さ
れ
た
も

の
を
表
示

す

る
」
[P
S
V
,
 
k
.
 
3
6
d
]
 

[P
2]

ー
を
捉

え
た
解
釈
に
お

い
て
、

こ
の
 
<両
者
理
解
>
 を
明
示
し
て

い
る
。

即
ち

彼
は
、
P
1
に
関

し
て
、

こ
れ
は

『
肯
定
』
(
a
n
v
a
y
a
)
 を
伴

わ
な

い

『
否
定
』

(
v
y
a
tir
e
k
a
)
 の
不
可
能

性
を
指
す
も
の
で
あ

り
、
P
b・
に
関

し

て
、
こ
れ
は
、

語

が
実
在

と
し
て
の
否
定

を
限
定
者

と
す
る
そ
れ
と
は
別
個
の
実
在
を
表
示
す

る

と
い
う

こ
と

で
は

な

く
、

分
析
的

に
は
 
<異

他
性
>
 (b
h
e
d
a
)
、経
験

的
に

は
表
象

の
指

示

・
理
解

と
い
う
こ
と
が
否
定

の
理
解
と
不
可
離

で
あ
る

と
い
う
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こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
、

「
一
方

の
も
の
に
所
属
す
る
 
<異
他
性
>

の
表
示
に
お

い
て
も
他
者

の
否
定
が
理

解

さ

れ

る

か
ら
、

語

は

『
肯

定
』
と

『
否
定
』

の
指
示
に
よ

つ
て
行
為

の
因

と
な
る
と

い
う

こ
と
を

示

そ
う

と
、

P
1
・P
2
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
」
[
P
V
S
V
,
 
6
3
,
 
9
-1
1
]
 と
語
る

こ
と
に

よ

つ

て
、
こ
の
 
<両
者
理
解
>
 の
思
想
を
明
確

に
表
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

J
は
、

こ
の
よ
う
に

D
h

に
既

に
明
示
さ
れ
て
い
る
 
<両
者

理
解
>
 の
思
想

を
、
両
者
理
解
は
直
接
的

で
あ

る
と
か
同
時

的
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
詳
細

な

規
定
を
与

え
る
こ
と

に
よ

つ
て
発
展

さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、

ア
ポ
ー

ハ
論

の
後

継
者
と

い
う
彼

の
歴
史
的
立
場

は
、
『
語

・
証
相

に
よ

つ
て
否
定

が
顕

示

さ

れ

る
』
と

い
う
ア
ポ

ー

ハ
論

の

一
般

的
定
立

の
有
意
味
化

の
範
囲
で

こ
の
 
<両
者

理
解
>
 を
問
題

に
す

る
と
い
う
態

度
を
彼
に
与

え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
K
u
m
a
-

r
ila
 の
ア
ポ
ー

ハ
論

批
判

に
そ

の
典
型
が
見
出
せ
る
よ
う

に
、
実
在
論
学
派
等

に
は
、

ア
ポ
ー

ハ
論

の

一
般
的
定

立
と
我

々
の
日
常
的
意
識
に
受
容
さ
れ
て

い

る
 
<肯
定
告
知
>
 と
が
矛
盾
す

る
よ
う
に
見
え
、

そ
の
こ
と
が

ア
ポ
ー

ハ
論

の

隆
路

と
映

じ
て
き
た
た
め

で
あ

る
。

彼
は
、

ア
ポ

ー

ハ
論

の

一
般

的
定

立
を
解

釈
す
る
際
に
、
否
定

の
単
独
理
解

と

い
う
意
味
に
と
れ
ば
、
通

常
経
験
と

の
矛

盾
が
帰
結
し
、
他

方
、
経
験

は
肯

定

の
単
独
理
解

で
あ
る
と

い
う
前
提

に
立
て

ば
、
定
立
を
有
意
味
化
す

る
こ
と
は

で
き
な

い
、
と
い
う
よ
う
に
デ

ィ
レ
ン

マ

を
提
示
す
る
 
[J
N
A
 2
0
1
,
 
9
-
2
0
2
,
 
2
2
]
。

こ
の
デ

ィ
レ
ン
マ
を
打
開

し
、

ア
ポ

ー

ハ
論

の

一
般
的
定

立
を
有
意
味

化
す
る
た
め

に

は
、

<両
者
理
解
>
 と

い

う

前
提

に
立
た
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
の
で
あ
る
。
彼

は
、
「肯

定
は
仮

令

第

一
次

的
に
理
解
さ
れ
る
も

の
で
あ

つ
て
も
除
外
さ
れ
て
、
対
象

〔肯
定
〕

と
結
び

つ

い
て
い
る
と

こ
ろ
の
、

し
か
も
現

に
理
解
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
の
否
定

が
表

示

対
象
 
(
ab
h
i
d
h
e
y
a
)
 

に
他
な
ら
な

い
、

と
先
述

の

〔
如
何
な
る
存
在

事

象

も

言
表
さ
れ
得
な
い
と
い
う

こ
と
を
確

立

す

る
〕

目
的

で

言

わ

れ

る
。
」

[J
N
A

2
0
3
,
 

1
3
-
1
3
]
 

と
い
う
よ
う
に
ア
ポ

ー

ハ
論

の

一
般

的
定
立

を
解
釈
す
る
。

<両

者
理
解
>
 こ
そ
が

ア
ポ
ー

ハ
論

の

一
般
的
定

立
の
前
提

に
あ

る
も

の
で
あ

る
、

と

い
う
の
が
J
の
基
本
的
な
考

え
で
あ

る
。
従

つ
て
、
彼

に
は
、
D
h

の
体

系

に

こ
の
 
<両
者
理
解
>

を

一
貫

し
て

み

よ

う

と
す

る
態
度

が
あ

る
。
D
h

の

ア
ポ
ー

ハ
論

に
お
け

る
対
立
的
な
記
述

は
、

肯
定
と
否

定

い
ず

れ

か

一
方

の

主
要
性
の
問

題
と
し
て
処
理
さ
れ
、
例
え
ば
、

P
V
III
,
 
k
.
 
1
7
2ab
c
・
P
V
I
,
 

k
k
.

1
3
2
c
d
-
1
3
3
a
は
存
在
表

示
語
、

P
V
I
,
 
k
.
 
1
8
5
 
は
、

非
存
在
表
示
語
に
お
け
る

否

定

の
主
要
性
を
表
明

し
た
も

の
で
あ
り
、
P
V
I
,
 

k
.
 
1
6
9は
、
肯
定
、
と
り
わ

け
外
界

の
主
要
性

の
説
示

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

彼

は
こ
う
し

て
次

の
よ
う
に
言

う
。

「
否
定
が
語
の
対
象

で
あ
る
と

い
う
定
立
に
対
す
る

根
拠

と

し

て
、

論
書

中

に
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

の
も

の
は
、

存
在
表
示

〔語
〕

の
場
合
、

否
定

が
語
か
ら
第

一
次
的
に
現
出
す

る
と
い
う

こ
と
と
は
矛
盾
す

る
も

の
で
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。

非
存

在
表
示

〔語
〕

の
場
合
、

『
ま
さ

し
く

こ
れ

〔
非
存
在
〕

は
、

本
来
的
な
 
<
欠
如
>
 (v
iv
e
k
a
)
 で
あ

る
』

[P
V
S
V
 
9
2
,
 

2
1
]
 と

言
わ
れ

る
。

存
在
表
示

〔
語
〕
の
場
合

に
は
、

<欠

如
>
 は
副
次
要
素

で
あ

る

か

ら
、

第
二

次
的
な
も

の
で
は
な
い
と
い
う

こ

と

を
 
[D
h
 は
]
言

明

す

る
」

[JN
A

2
0
8
。
1
-
3

]
。肯
定

と
否
定

そ
れ
ぞ

れ
の
主
要
性

が
、
存
在
論

的
な
在
り
方

に
還

元
し
得
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

主
要
性

の
問
題

が
、

そ
れ
ぞ
れ

の
理
解

の
さ
れ
方

に
直
接
に
は
関

わ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

認
識

の
場

で
は
、

「
兎
角
」

と
い

つ
た
非
存
在
表

示
語

で

も
、

そ

れ

か
ら
、

本
来
的

に
肯
定
的
な
も

の
で
あ
る
表
象

が
知
識

中
に
顕
現

す
る
と

い
う

こ
と
が
経
験

さ

れ
る
か
ら

で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、

J
の
(
2
)
及
び
R
の

定
立
に
よ
り
意
味

さ
れ

る
 
<両
者
理
解
>
 の
思
想

は
、
既

に

D
h

に
あ
り
、

肯
定

・
否
定

の
強
調

と
い

う
問
題

は
、
歴
史
的
に
理
解

さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、

ア
ポ
ー

ハ
論

の
理
論
体
系

自
体

に
根
拠
を
も

つ
と

い
う

こ
と
が
言
え
る
。

(
広
島
大
学
大
学

院
)
 

J
n
a
n
a
srim
itra
 の
 
A
p
o
h
a
 論 
(
小

川
)
 

一
六
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